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IUGONETにおけるメタデータ検索プラットフォーム

• 利用者は、様々なキーワードでメタデータデータベースの検索が可能。 (例: 観測機器、観測期間、
場所、物理量など)

• こうしたことが可能なのは、SPASEメタデータスキーマが、科学研究に必要となる詳細な情報を記
述できる項目をたくさん(約2200個)用意しているため。

2http://search.iugonet.org/list.jsp



研究者だけにFindableなのでは?
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しかしながら、そもそも、

• 利用者は、宇宙地球科学の知識がないといけない。

• 利用者は、IUGONETのことを知っていないといけない。

• 利用者は、IUGONETがメタデータデータベースを作成していて、メタデータ検索機能を提供
していることを知っていないといけない。

こうした地上観測データは

• 宇宙地球科学の研究者にとっては、見つけられる。

• 他分野の研究者にとっては、見つけるのが容易ではない。

• 一般利用者にとっては、見つけられない。

• こうした状況は、FAIR原則が掲げる“Findable”からは程遠い。



“F”AIRにするには?

そこでこの状況を改善すべく、次のような取り組みを行った。

1. 「SPASEメタデータスキーマ」から「JPCOARメタデータスキーマ」へメタデータを変換する。

2. このメタデータを学術機関リポジトリに登録する。

• Japan Consortium for Open Access Repository (JPCOAR)によって、日本国内の学術機関リポジトリ
の運用のために開発されている。

• 44個の比較的一般的な項目・・・学術雑誌や図書を記述するため。

• 10–20個くらいの項目(例: タイトル、作成者、寄与者、内容記述、日付など)は研究データにも当て
はまる。
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44 Elements
タイトル

寄与者

作成者

日付

内容記述



[ステップ1] メタデータ項目対応表

• 2022年7月から、SPASEスキーマからJPCOARスキーマへの項目対応表を作成し始めた。

• この対応表の作成には、次の3者の協働が不可欠だった。
(1) 宇宙地球科学分野の研究者
(2) 図書館専門職員
(3) 情報科学エンジニア 
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JPCOAR SPASE
メタデータ項目対応表の一部



[ステップ2] メタデータの変換

• メタデータ項目対応表をXSLT (XSL Transformations)で実装した。

• このXSLTファイルを用いて、名古屋大学で作成しているSPASEメタデータスキーマに基づくメタデー
タ(284個)を、JPCOARメタデータスキーマに基づくメタデータに変換した。
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SPASEからJPCOARへの変換
を行うXSLTファイル



[ステップ3] JPCOARメタデータの学術機関リポジトリへの登録 @ 名古屋大学

• 様々な地上観測データに関するメタデータ284件を、名古屋大学の学術機関リポジトリ(NAGOYA 
Repository)に登録した。

• 一般利用者にとって、データをより発見しやすく(Findableに)なった。
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登録したメタデータの一覧

メタデータ表示の一例



[ステップ3] JPCOARメタデータの学術機関リポジトリへの登録 @ 九州大学

• メタデータ変換・登録スキームは、SPASEメタデータデータベースを保持する他の大学・研究機関に
も適用できる。

• 九州大学国際宇宙惑星環境研究センターおよび附属図書館と連携して、地磁気観測データに関
するメタデータを180件を、九州大学の機関リポジトリ(QIR)に登録した。
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メタデータ表示の一例

登録したメタデータの一覧



副次効果(1): 他のリポジトリによるハーベストを通した被検索可能性の向上

• (a) NAGOYA Repository (b) 国立情報学研究所学術機関リポジトリデータベース(NII IRDB) 
 (c) データカタログ横断検索システム  (d) Google Dataset Search

• 研究データが、非常に広い範囲において、より見つけられやすくなった。引いては、共同研究、
データそのものの評価向上、データの作成者・管理者の評価向上につながっていく。
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登録したメタデータ

(a) (b)

(c) (d)

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/2004390 https://irdb.nii.ac.jp/01152/0005688110

https://search.ckan.jp/datasets/136.187.101.184:5000
__dataset:oai-irdb-nii-ac-jp-01152-0005688110

https://datasetsearch.research.google.com/search?
docid=L2cvMTFrOV90NjZkcg



副次効果(2): 政策決定機関・研究資金配分機関からの要請への対応

• 研究者は、管理対象データにメタデータを付与し、研究データ基盤システム(NII Research Data 
Cloud)へ登録することを求められている。

• 「研究に必要な詳細なメタデータ」と「政策的に必要な共通メタデータ」の2つを管理する必要がなく
なる。 研究に必要な詳細なメタデータを一元管理するだけでよい。
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内閣府科学技術・イノベーション推進事務局資料より(令和3年6月)



日本における太陽地球系物理学データへのDOI付与

• データ出版・データ引用の重要性を認識し、2013年8月から、 WDS-IPO、国内WDSのデータセン
ター間で、データベースへのDOI付与について話し合いを開始した。

• Integrated Science Data System Research Laboratory (情報通信研究機構)

• WDC for Aurora (国立極地研究所)

• WDC for Geomagnetism (京都大学)

• WDC for Ionosphere and Space Weather (情報通信研究機構)

• WDC for Space Science Satellites (宇宙航空研究開発機構)
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全天カメラオーロラ画像
(WDC for Aurora)

イオノグラム電離層データ
(WDC for Ionosphere
 and Space Weather)

マグネトグラム地磁気データ
(WDC for Geomagnetism)

衛星観測エネルギー電子
データ
(WDC for Space Science
 Satellite)



日本における太陽地球系物理学データへのDOI付与

• 国内WDSのデータセンターで共有する登録サーバーを情報通信研究機構に構築・運用してきた。
 35個のデータセットに対してDOI付与。

• 共有登録サーバーに送るメタデータは、SPASEメタデータを一部拡張したものを用いた。

• SPASEメタデータのアップデートに伴い、一部拡張を行わなくてもよくなった。

• SPASEメタデータデータベースを管理・維持しているIUGONETと親和性が高い。

• 2023–2024年にかけて共有登録サーバーを一新し、今後、IUGONETとの連携を進めていくことに
なった。 詳細は垰さんの発表で
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DOI prefixの指定

DOIとURLの関連
付けを登録

共有登録サーバー
@情報通信研究機構

国内WDSのデータセンター

DOI システム

DOI suffix及び
メタデータ

登録機関
(現在は10機関)



Backup Slides
(追加資料)
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DOIを付与したデータベース (1)

Name of Database DOI Date of 
Minting

Profiles of neutral atmosphere winds 30min average with MF radar 
at Poker Flat, Alaska 10.17591/55838dbd6c0ad 2015/06/19

Dst Index 10.17593/14515-74000 2015/12/30

Ionogram at Kokubunji, Japan 10.17594/567ce8e9d3a52 2016/04/01

Manually scaled parameters of Ionogram at Kokugunji, Japan 10.17594/567ced454d15b 2016/04/04

Automatically scaled parameters of Ionogram at Kokugunji, Japan 10.17594/567ced0bbccf9 2016/04/04

Ionogram at Wakkanai, Japan 10.17594/5704b5259137a 2016/04/06

Manually scaled parameters of Ionogram at Wakkanai, Japan 10.17594/5704641f8b11d 2016/04/06

Automatically scaled parameters of Ionogram at Wakkanai, Japan 10.17594/5704b5444c661 2016/04/06

Ionogram at Yamagawa, Japan 10.17594/5704b78099ac0 2016/04/06

Manually scaled parameters of Ionogram at Yamagawa, Japan 10.17594/5704b7b16d387 2016/04/06

Automatically scaled parameters of Ionogram at Yamagawa, Japan 10.17594/5704b79d253fd 2016/04/06

Ionogram at Okinawa, Japan 10.17594/5704b8b1d8dbc 2016/04/06

Manually scaled parameters of Ionogram at Okinawa, Japan 10.17594/5704b8e3a7ffa 2016/04/06

Automatically scaled parameters of Ionogram at Okinawa, Japan 10.17594/5704b8ce63d3b 2016/04/06

Wp index 10.17593/13437-46800 2016/08/10

Wind Profiler at NICT Tokyo (1993-2003) 10.17591/14791-10297 2017/01/25

Magnetotelluric Data at Muroto, Japan 10.17593/13882-05900 2017/02/14

AE index 10.17593/15031-54800 2017/08/20
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DOIを付与したデータベース (2)

Name of Database DOI Date of 
Minting

Fluxgate Magnetometer Data at Inabu, Japan 10.48673/16281-75600 2021/08/16

Kakioka geoelectric field 1-hour digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129bd.2b000 2021/09/06

Kakioka geoelectric field 1-minute digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129bd.3f000 2021/09/06

Kakioka geoelectric field 1-second digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129bd.58000 2021/09/06

Kakioka geoelectric field 1-decisecond digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129bd.ed000 2021/09/06

Memambetsu geoelectric field 1-hour digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129d7.2b000 2021/09/06

Memambetsu geoelectric field 1-minute digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129d7.3f000 2021/09/06

Memambetsu geoelectric field 1-second digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129d7.58000 2021/09/06

Memambetsu geoelectric field 1-decisecond digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129d7.ed000 2021/09/06

Kanoya geoelectric field 1-hour digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129fd.2b000 2021/09/06

Kanoya geoelectric field 1-minute digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129fd.3f000 2021/09/06

Kanoya geoelectric field 1-second digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129fd.58000 2021/09/06

Kanoya geoelectric field 1-decisecond digital data in IAGA-2002 format 10.48682/129fd.ed000 2021/09/06

Kakioka atmospheric electric field 1-hour digital data in IAGA-2002 format 10.48682/1f5bd.2b000 2021/09/06

Kakioka atmospheric electric field 1-minute digital data in IAGA-2002 format 10.48682/1f5bd.3f000 2021/09/06
Memambetsu atmospheric electric field 1-hour digital data in IAGA-2002 
format 10.48682/1f5d7.2b000 2021/09/06

Memambetsu atmospheric electric field 1-minute digital data in IAGA-2002 
format 10.48682/1f5d7.3f000 2021/09/06

35データベース

気象庁地磁気観測所のデータベース
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